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カーボンニュートラル
～脱炭素社会の欧州自動車産業のゆくえ～
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脱炭素（自動車業界） ≠ EVシフト

自動車業界にとって脱炭素とはEVシフトのみでなく、様々な要素を考慮する必要がある

Political
政治

Technological
技術

Socio-cultural
社会文化的

Economical
経済

自動車業界
脱炭素

P(政治）、E(経済）、S(社会文化的）、T(技術）による
「PEST分析」をおこなった
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EU自動車産業 脱炭素化への課題 (PEST分析）

PEST分析により、欧州自動車産業の脱炭素化への向けての課題の分析をおこなった

Political
政治

Technological
技術

Socio-cultural
社会文化的

• 規制

• 環境保護

• エネルギー政策
（再生可能エネ
ルギー）

• LCA(ライフサ
イクルアセスメ
ント）

• CFP(カーボン
フットプリン
ト）

• 高効率化

• 充電時間

• 航続距離

• パワー半導体

• 価格

• インフラ整備

• 補助金

• 製品ラインナッ
プ

• 消費者意識変革
（認知度向上）

Economical
経済

• 産業構造変化

• 雇用

• 供給（バッテ
リー）

• 貿易

自動車業界
脱炭素
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脱炭素（カーボンニュートラル）の世界的な動き

2015年に策定されたパリ協定に基づいて、世界各国で脱炭素の動きがみられる

パリ協定 (COP21) (2015年）

目的：産業革命以前からの気温上
昇を２℃より十分低く抑え
る

長期目標：速やかに世界の温室効
果ガス排出量を頭打ちさせ
る。２１世紀後半に排出量
を実質ゼロに

義務：参加国は削減計画を策定し
、提出する義務を追う

対象国：１９６カ国・地域

しばらく大き
な動きはなか
ったが、
2020年以降
、急に潮目が
変わった

各種 報道情報より西村まとめ

2020年

30年

40年

50年

60年
カーボンニ
ュートラル

カーボンニ
ュートラル

カーボンニ
ュートラル

90年比で少な
くとも55%減

13年比で
46%減、さら
に50%に挑戦

90年比で少な
くとも68%減

30年までに
CO2排出を減
少に転換

パリ協定復帰
を決定

COP26(グラスゴー） (2021年）
世界的な合意が形成

産業革命以降の大改革と位置づけ

欧州グリーンデ
ィールの表明
(19年12月）

カーボンニ
ュートラル
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【脱炭素政策】The European Green Deal (EGD)

European Green Dealは、 2050年の温室効果ガス排出量をネットゼロを目指すEUの構想

https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/?qid=1576150542719&uri=COM%3A2019%3A640%3AFIN

The European Green Deal 
(EGD)とは？

EUが、2019年12月11日に
打ち出した2050年の温室効
果ガス排出量をネットゼロ（
カーボンニュートラル）、
2030年の排出削減目標1990
年比55%削減を盛り込んだ構
想
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【脱炭素政策】Fit for 55 

2021年7月14日発表

EUでは、2035年以降の内燃エンジン車販売を禁止する方針

2030年までに温室効果ガス排出量を1990年
と比較して少なくとも55%削減

平均CO2排出量 (対 2021年比）
2030年以降は55%
2035年以降は100%の削減

中間目標

乗用車・バンに対する規制

2035年時点で登録される新車は
全てゼロエミッション車



2022© 9

（参考）ゼロエミッション車とは？ (ZEV : Zero Emission Vehicle)

ゼロエミッション車とは、有害物質を一切出さない車のこと

BEV

FCV

ゼロエミッション車とは、搭載された動力源から健康および環境に有害な二酸化炭素(CO2)や窒素酸化物(NOx)、一酸
化炭素(CO)、炭化水素(HC)、粒子状物質(PM)などの大気汚染物質や温室効果ガスを含む排気ガスを排出しない車両の
こと。BEV（100%電気自動車）やFCV（燃料電池車）があてはまる。
HV(ハイブリッド車）やPHV(プラグインハイブリット）は含まれない

Well to Tank
（燃料生成から燃料タンクまで）

Tank to Wheel
(走行中の排出ガス）

Well to Wheel

BEVの場合は、バッテリーに充電
する電気の生成元からクリーンな
エネルギー（再生可能エネルギー
）が使われる
（火力発電などは不可）

広義のゼロエミッション車

FCVの場合は、水素生成の工程で
CO2を排出しない。（グリーン水
素(*))

(*) 水素の生成方はいくつかあり、CO2を全
く出さないグリーン水素、天然ガスなど化石
燃料から作ったグレー水素、グレー水素を作
る過程ででてしまったCO2を集めて貯蔵し、
排出を減らしたブルー水素などがある。

狭義のゼロエミッション車
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【エネルギー政策】 EU各国 再生可能エネルギー割合 (2019年実績/2020年目標）

EUの再生可能エネルギー比率は19.7%(2019年）で、2030年に32%を目指している

https://ec.europa.eu/eurostat/cache/infographs/energy/bloc-4c.html

19.7%
20%

32%

EU全体

１9年
実績

20年
目標

30年
目標

(参考）
日本
19年実績18%
30年目標 36~38%
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【脱炭素政策】欧州各国のガソリン、ディーゼル、ハイブリッドの新車発売禁止の方針

欧州各国は、2025年以降、化石燃料を使ったエンジンの新車の発売を禁止にする

https://theicct.org/sites/default/files/publications/Combustion-engine-phase-out-briefing-may11.2020.pdf

ノルウェイ
2025年以降の乗用車の新車
販売は、ZEV(*)のみ

UK（英国）
ガソリン、ディーゼルを
2030年から、HEV/PHEVを
2035年から新車販売禁止

フランス
化石燃料を使った乗用車
、軽商用車の新車発売を
2040年以降禁止
(HEVについては未発表）

スペイン
2040年時点で販売する
乗用車を100%BEVにす
る指針（ドラフト）

オランダ
遅くとも2030年までには、
発売する新車の100%をゼロ
エミッション車にする

スウェーデン
2030年より、ガソリン、デ
ィーゼル車の新車販売禁止

デンマーク
2030年以降、ガソリン、デ
ィーゼルの新車販売禁止。
PHEVは2035年以降禁止

(*) ZEV ゼロエミッション車(BEV or FCV)
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【脱炭素政策】欧州各都市の化石燃料車 乗り入れ禁止

欧州各都市が化石燃料車の乗り入れが禁止され、エミッションフリーを目指している

https://theicct.org/sites/default/files/publications/Combustion-engine-phase-out-briefing-may11.2020.pdf

パリ
2024年にディーゼル乗
り入れ禁止、ガソリン
車は2030年以降に禁止

ロンドン
2025年以降、中心部に乗
り入れるのはZEV(*)のみ
にする

アムステルダム
2030年以降、乗り入れる
のはZEV(*)のみにする

オスロ（ノルウェイ）
2024年以降、中心部は
ZEV(*)のみ。2030年以降
は市全体がエミッション
フリー。

ブリュッセル（ベルギー）
2030年からディーゼル車乗
り入れ禁止、ガソリン・LPG

は2035年以降

(*) ZEV ゼロエミッション車(BEV or FCV)
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【補助】先端研究開発促進

EUは、域内の産業振興と最先端技術開発促進の目的での助成プログラムを構築している

EUは、2021年からスタートするHorizon 
Europeでは、トータル 95.5B EUR(約12
兆円）の予算で、様々な産業振興のプログ
ラムへの助成をおこなう。
環境対策は大きな目的の一つ
(https://ec.europa.eu/info/horizon-
europe_en)

IPCEI

Important Projects of Common European Interest
欧州共通利益に適合する重要プロジェクト

半導体 バッテリー

水素
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【環境対策】バッテリー回収、リサイクルシステム

EUのバッテリー回収、再利用のバリーチェーン[EBA(*)]

使用済みのバッテリーを回収し、再利用するバリューチェーンが検討されている

https://energypost.eu/europe-needs-its-own-ev-battery-recycling-industry/

原材料、他 セルとモジュール バッテリーシステム 転用、リサイクル、精製

(*) EBA (European Battery Alliance) : EUが支援する欧州電池連盟。IPCEI(**)の枠組みでの活動
(**) IPCEI  (Important Projects of Common European Interest )    欧州共通利益に適合する重要プロジェクト
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LCA(ライフ・サイクル・アセスメント）

LCAは、CO2排出を製品の製造・使用・廃棄までライフサイクル全体で算定する手法

モビリティ・ゼロ 脱炭素時代の自動車ビジネス 深尾 三四郎 (著)より

LCA(ライフサイクルアセスメント)
とは、商品やサービスの原料調達か
ら、生産・流通、さらには廃棄・リ
サイクルに至るまでの一連のライフ
サイクルにおける環境負荷を、定量
的に算定するための手法
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エンジン車・EV車のカーボンフットプリント(CFP(*))のイメージ

CFPのCO2排出量は、再生可能エネルギー活用とリサイクルによって低減可能

CFP（カーボンフットプリント）とは、
Carbon Footprint of Productsの略称で
、商品やサービスの原材料調達から廃棄
・リサイクルに至るまでのライフサイク
ル全体を通して排出される温室効果ガス
の排出量をCO2に換算して、商品やサー
ビスに分かりやすく表示する仕組み
ＬＣＡ（ライフサイクルアセスメント）
手法を活用し、環境負荷を定量的に算定

モビリティ・ゼロ 脱炭素時代の自動車ビジネス 深尾 三四郎 (著)より

カーボンニュートラル実現
に向けて、自動車業界でも
、LCAを用いたCFP表示が
求められる

* EUでは、2024年７月よりEV向け電池のカーボンフットプリント申告が義務化される見通し
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CFP(カーボンフットプリント） / LCA（ライフサイクルアセスメント）の仕組み作り

GAIA-X/Catena-X

CFP/LCAに対応するトレーサビリティの実現のため、GAIX-X/Catena-Xが進行中

GAIA-X : 欧州統合データ基盤プロジェクト
米国のGAFAM(*1)や中国のBAT(*2)などが提供する巨大プラットフォーム
に依存せずに、欧州独自のデータインフラを構築する目的のプロジェクト
*1 グーグル、アップル、フェイスブック、アマゾン、マイクロソフト
*2 百度（バイドゥ）、阿里巴巴集団（アリババ）、騰訊（テンセント）

GAIA-X :
欧州統合データ基盤プロジェクト

Catena-X  Automotive Network/Catena-X自動車ネットワーク
ドイツ大手自動車メーカーはもちろん、その他関連するドイツ企業も参加可能な実践

思考のネットワーク。
自動車産業のサプライチェーン間における拡張性の高いエコシステムとしても設立さ

れ、オープン性・中立性を確保しながら自動車業界のバリューチェーン全体で、自動車
産業の効率化・最適化・競争力の強化・持続可能なＣＯ２排出量削減の実現などを目標
としている。

VW、BMW、Daimler、Bosch, BASF、SAP、ドイツテレコム、Siemensなどが参加

GAIA-X and IDS, Fraunhofer, Jan/2021, Position Paper Ver1.0
Catena-X Automotive Network, Jun/2021

Catena-X :
自動車ネットワーク

基本ネットワ
ークシステム
はGAIA-X
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カーボンニュートラル(CN)対策 算出式

カーボンニュートラル達成には、サプライチェーン全体での脱炭素化と炭素除去が必要

モビリティ・ゼロ 脱炭素時代の自動車ビジネス 深尾 三四郎 (著)より
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EUの産業振興の取組

EUは、多様な枠組みで域内の産業振興の取り組みを進めている

Updating the 2020 
industrial strategy: 
towards a stronger 
single market for 
Europe's recovery

独自エコシステム構築
(シングルマーケット）

カーボンニュートラル

再生可能エネルギー

データエコノミー

新産業創出

デジタライゼーション

有能人材確保・育成

IPCEI(*)

(*) IPCEI  (Important Projects of Common European Interest )    欧州共通利益に適合する重要プロジェクト

欧州版新しい資本主義
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（考察）EUポリシーメーカーが狙う脱炭素によるゲームチェンジのシナリオ

カーボンニュートラルの潮流にのって、ゲームチェンジが企てられている

LCA （ライフサイクルアセスメント）

カーボンフットプリント申告の義務化

欧州域内での関連産業の囲い込み

サーキュラー・エコノミー
（シングルマーケット）

カーボンプライシングによる錬金術

新ルールメーキング

• 新産業・新雇用創出
• EV関連
• 再生エネルギー・充電ネットワーク

カーボンニュートラルの潮流を作り出す

産業構造の創造的破壊
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EU自動車産業 脱炭素化への課題 (PEST分析）

PEST分析により、欧州自動車産業の脱炭素化への向けての課題の分析をおこなった

Political
政治

Technological
技術

Socio-cultural
社会文化的

• 規制

• 環境保護

• エネルギー政策
（再生可能エネ
ルギー）

• LCA(ライフサ
イクルアセスメ
ント）

• CFP(カーボン
フットプリン
ト）

• 高効率化

• 充電時間

• 航続距離

• パワー半導体

• 価格

• インフラ整備

• 補助金

• 製品ラインナッ
プ

• 消費者意識変革
（認知度向上）

Economical
経済

• 産業構造変化

• 雇用

• 供給（バッテ
リー）

• 貿易

自動車業界
脱炭素
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【市場】欧州自動車産業のサプライチェーン市場規模の変化（部品別 2019 vs 2030)

2030年の内燃機関の市場規模は、対2019年比で半分以下になるとみられている

Why the automotive future is electric, McKinsey & Company, 7/Sep/2021

Electrication will cause a major shift in the entire supply chain Accelerated scenario, European market

2019年 2030年

2030年の内燃機関関連の
市場規模は、対2019年比
で、半分以下になると見積
もられている。
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【雇用】 BEV普及による雇用減少

（ドイツでの試算、パワートレイン部門）

ドイツでの試算では、2030年にBEVが25%普及すると40%の雇用が失われる

https://www.plattform-zukunft-mobilitaet.de/wp-content/uploads/2020/03/NPM-AG-1-Wege-zur-Erreichung-der-Klimaziele-2030-im-Verkehrssektor.pdf

https://www.handelsblatt.com/politik/deutschland/autoindustrie-umstellung-auf-e-mobilitaet-gefaehrdet-410-000-arbeitsplaetze/25405230.html?ticket=ST-

836142-KeLreLS7zcFXTbmwwDZc-ap2

2020年

～21,000人 ~13,000人

2030年

約-40%

63500

10000

6500

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

雇用減少数

計画、技術、管理部門

ロジスティクス部門

生産部門

試算前提条件(※）
BEV 25%
PHEV 15%
ICE 60%

※ただし、この比率ではEUの
目標は達成できない

部門別の雇用減少@2030

雇用減少は
生産部門が

中心

https://www.plattform-zukunft-mobilitaet.de/wp-content/uploads/2020/03/NPM-AG-1-Wege-zur-Erreichung-der-Klimaziele-2030-im-Verkehrssektor.pdf
https://www.handelsblatt.com/politik/deutschland/autoindustrie-umstellung-auf-e-mobilitaet-gefaehrdet-410-000-arbeitsplaetze/25405230.html?ticket=ST-836142-KeLreLS7zcFXTbmwwDZc-ap2
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【雇用】EVシフト 雇用対策

EVシフトにより失われる仕事より創出される仕事が多くなる、という楽観的な予測もある

EVシフトによって生み出される仕事
(CY2016-2030, 人数、EU市場）

Powering a New Value chain in the automotive sector, the job potential of transport electrification,
AIF (The European Association of electrical contractors)

EVシフトによって生み出される仕事の内訳

EVシフトによって失われる仕事と生まれる仕事(CY2030)
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【供給】地域別バッテリーの製造能力(2016/2020（実績),2025/2030(予測）

Li-Ionバッテリー需要は伸び続け、2030年にはW/Wで2000GWhを超えると予想

Unlocking growth in battery cell manufacturing for electric vehicles, McKinsey, June 2021

2030年には
トータル
3000 GWhの
生産能力
(50 kWhの
BEV車6000

万台分）

欧州と中国で、
世界の8割の
生産能力
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欧州ギガファクトリー計画

ドイツ、イギリス、フランス、北欧を中心にギガファクトリー計画が進行中

Autor: Maximilian Terren & Mischa Wyboris, 19/Nov/2021

https://battery-news.de/index.php/2021/11/19/batterieprojekte-in-europa-stand-november-2021/

CATL(中国), 

TESLA(北米）な
どの外資も誘致
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41%

2020年VWの販売台数 地域別比率

【貿易】 中国への依存度の高まり

EUにとって、中国は巨大な市場となるため、政治的・経済的な歩み寄りがみられる

385万台

2020年VWグループの中国での販売台数は385万台で、全体
の41%となった。中国への依存度が高まっている。この他、
ドイツ自動車業界にとって、中国市場は重要となっている

2020年12月30日 EUと中国は、
相互の企業の進出ルールを定める
投資協定の締結で合意。
EU企業の中国アクセスが拡大され
る見込み。
（ただし、発効には少なくとも一
年はかかると見られている）

EUが中国を巨大な市場とみ
なして、同国に歩み寄る動
きが見られる。

各種報道情報より、西村まとめ
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EU自動車産業 脱炭素化への課題 (PEST分析）

PEST分析により、欧州自動車産業の脱炭素化への向けての課題の分析をおこなった

Political
政治

Technological
技術

Socio-cultural
社会文化的

• 規制

• 環境保護

• エネルギー政策
（再生可能エネ
ルギー）

• LCA(ライフサ
イクルアセスメ
ント）

• CFP(カーボン
フットプリン
ト）

• 高効率化

• 充電時間

• 航続距離

• パワー半導体

• 価格

• インフラ整備

• 補助金

• 製品ラインナッ
プ

• 消費者意識変革
（認知度向上）

Economical
経済

• 産業構造変化

• 雇用

• 供給（バッテ
リー）

• 貿易

自動車業界
脱炭素
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【バッテリー】BEV車のコスト構造(2019年解析） （対 ICE車(*))

BEVは、ICE車と比較して、主にバッテリーコストにより、コスト高となる。

https://www.mckinsey.com/industries/automotive-and-assembly/our-insights/making-electric-vehicles-profitable

マッキンゼーによる試算

ベースとな
るICE車の

コスト
(22.5K $)

ICE関連の
コスト差し

引く
(-3K$)

バッテリー
関連コスト

(+9.5-
10.5K$)

（BEV販売台
数が少ないた
め）スケール
メリットが得
られないとい

う理由

パワーエレ
クトロニク
ス、モータ
(+2.5K$)

その他加算
(+2.5K$)

1kWhあたり
$190-$210で

試算

ICE車と比較し
た場合のBEV車
のコスト増加分
（12K$ = 約
120万円）
主にバッテリー
のコスト

(*) ICE車 内燃機関エンジン車（ガソリン、ディーゼル）
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【バッテリー】BEV車のコストダウンシナリオ (2025年）

バッテリー価格が下がり、効率化、数量メリットを活かすことでBEVのコストが下がる

2019年の
EV車コスト

(27.4-
28.8K $)

バッテリー
価格低下
(-3.9K$)

1kWhあたり
$100と家庭

その他のコストダウン
（効率化、スケールメリ

ット、生産性、等）
(- 2.3 K$) ICE車(*)と比較した場合

のBEV車のコストギャッ
プが6.2K $に縮まった
（2019年の試算 12K$)

バッテリ価格の低下、
BEV車の普及拡大による
スケールメリット、
プラットフォーム共通化
による効率化、等により
BEV車のコストを下げる
ことは可能

マッキンゼーによる試算

(*) ICE車 内燃機関エンジン車（ガソリン、ディーゼル）

https://www.mckinsey.com/industries/automotive-and-assembly/our-insights/making-electric-vehicles-profitable
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VWグループのBEVの利益率向上プラン

PF共通化、バッテリーコスト減、スケールメリットなどにより、BEVの利益率を上げる



2022© 32

【補助金】 EU各国の電気自動車（BEV)の新車購入補助金（環境奨励金）

EU各国では、電気自動車の普及を促進するために手厚い補助金制度を拡充させている

https://www.transportenvironment.org/sites/te/files/publications/2020_10_TE_Car_CO2_report_final.pdf

例えば、ドイツでは電気自動
車（BEV)を購入すると
9000EUR（約110万円）の
補助金が支給される



2022© 33

【インフラ整備】EU内のEV向け充電スタンド 現状と今後必要な数（試算）

2050年のカーボンニュートラル達成には、2030年で290万の充電スタンドが必要

ACEA  Making the transition to Zero-Emission Mobility / 2021 Progress Report

EU内EV向け充電スタンド配置状況（2020年） 2030年までに必要なEV向け充電スタンド数（試算）

EUトータルで、約
22万の充電スタン

ドが配置済み

2050年のカーボンニュートラル
達成には、2025年で130万、
2030年で290万の充電スタンド
が必要
→ 10年間で現在の約15倍

オランダ、フランス、ドイツの３カ国
でEU全体の７割を占める
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各OEMのBEV車のポートフォリオ（2020-2021)

各OEMは、2020年後半から21年にかけて、多くのタイプのBEVをリリースする予定

https://www.transportenvironment.org/sites/te/files/publications/2020_10_TE_Car_CO2_report_final.pdf

34

23

65

39

77

57

PHEV

BEV

2021

2020

2019

2021

2020

2019

BEV/PHEVのモデル数（2019/2020/2021)

+18

+12

BEV/PHEVともに増加傾向にあるが、2021年にかけて
は、PHEVよりもBEVが新モデルが増える予定
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IAAミュンヘンモーターショー 最新BEV車の市街地展示 ＆ 試乗体験

BEVの認知度向上のため、市街地会場での最新車両展示や試乗体験がおこなわれた
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【ご参考】萩原エレクトロニクス 広報活動 メルマガ「えれこみ」

◆ YouTubeで動画配信
https://www.youtube.com/channel/UClWPcMtAS-iN3ej2oWhttvA

1本目/2本目は、西村によるIAAミュンヘンモーターショーのレポートです！

https://a03.hm-
f.jp/index.php?action=R1&a=866&g=4&f=8&fa_
code=71dafa5ee8bc7e3b0b0d6434257508b6

メルマガ登録サイト

https://www.youtube.com/channel/UClWPcMtAS-iN3ej2oWhttvA
https://a03.hm-f.jp/index.php?action=R1&a=866&g=4&f=8&fa_code=71dafa5ee8bc7e3b0b0d6434257508b6
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EU自動車産業 脱炭素化への課題 (PEST分析）

PEST分析により、欧州自動車産業の脱炭素化への向けての課題の分析をおこなった

Political
政治

Technological
技術

Socio-cultural
社会文化的

• 規制

• 環境保護

• エネルギー政策
（再生可能エネ
ルギー）

• LCA(ライフサ
イクルアセスメ
ント）

• CFP(カーボン
フットプリン
ト）

• 高効率化

• 充電時間

• 航続距離

• パワー半導体

• 価格

• インフラ整備

• 補助金

• 製品ラインナッ
プ

• 消費者意識変革
（認知度向上）

Economical
経済

• 産業構造変化

• 雇用

• 供給（バッテ
リー）

• 貿易

自動車業界
脱炭素
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BEVの航続距離を伸ばすためには、バッテリーやインバーターの効率化が必要となる

Yole Development @ PCIM conference (July/2020)

【効率化】BEVの航続距離を伸ばす手立て

バッテリー大容量化
方式変更（Li-Ion→全固体）

高電圧化(400V→800V)
新素材パワー半導体（Si → SiC)

DC/AC変換の効率化
（SiC採用、等）

モーターの小型軽量化
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Porche/Taycanは800Vの急速充電対応することにより、100km分を4分で充電可能

Taycanは
350kW@800V対応
80%充電を15分で完了
（100km分だと4分間）

AC充電（家庭/公共）

DC充電（公共）

通常のDC充電は
50kW@400V。
テスラでも、
120kW@400V

26/Jun/2019 Automobil Elektronik Kongress in Ludwigsburg

Mr. Uwe Michael, Porche AG,  The Tycan – Soul electrified

【充電時間】800V化による急速充電
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800V化することに伴い、1200V IGBT/1200V SiC MOSFETへのシフトが起こる

* Yole Development @ PCIM conference (July/2020)

【効率化】ハイエンドBEVからの高電圧化（４００V→８００V)
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VWグループ プラットフォームの統一（２０２６年以降）

2系統（VWとAudi/Porsche)のプラットフォームを2026年以降に統一する（SSP)

(*) SSP : Scalable Systems Platform

全て､800V系の
EVプラットフォーム

(Trinity)
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BEVの高効率化、高電圧化のためインバーターのSi IGBTからSiCへのシフトが起こる

Yole Development @ PCIM conference (July/2020)

https://www.eenewsautomotive.com/design-center/potential-silicon-carbide-sic-automotive-applications/page/0/3

【効率化】高効率化、高電圧化によるインバーターのSi IGBTからSiCへのシフト

Si IGBT → SiC化による効果
（重量、容量）

https://www.eenewsautomotive.com/design-center/potential-silicon-carbide-sic-automotive-applications/page/0/3
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車載パワー半導体

Si MOSFET/IGBT/SiC/GaNの特性と用途(Freq(Hz) vs Power(W))

車載パワー半導体は、アプリケーション毎に最適な特性のタイプがある

GaNは高周波数特性が必要な
On-Board Chargerや
DC/DCコンバーター向き

IGBTは、低周波数、高パワ
ーのInverter向き

Si MOSFETは、低周波数、
低パワーの補助システム向
き（e.g. Gate Driver)

SiCは、超高パワーのInverterの他
、中程度の周波数域でほぼ全域で
使用可能

https://ieeexplore.ieee.org/document/9063442

https://ieeexplore.ieee.org/document/9063442
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（考察）
欧州 排出ガス規制(CO2)とHEVの今後
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EU CO2排出量期制値の推移(2015-2030)
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EUのCO2排出規制は、2021年のターゲットの95g/kmから更に厳しくなる予定

https://theicct.org/sites/default/files/publications/CO2-EU-update-aug2020.pdf
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2020年は緩和値。2021年から本格適用

（仮）2021年より-15%の指針

（仮）2021年より-37.5%の指針

2020/2021年
基準値を1gオーバーすると1台毎
に95EURの罰金が課せられる。
例えば、VWグループは、2020年
に約360万台を欧州で販売してい
るので、1gオーバーするだけで、
約3.43億ユーロ（約420億円）も
の罰金となる

更に下げる方向で検討中
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一般的なCO2排出量（各xEV別平均、2020/Jan-Oct）

ハイブリッドでも、今のままだと2021年のCO2 95g/kmの基準値を超えられない

https://www.jato.com/jato-dynamics-analysis-of-eu-co2-emissions-in-2020/

ハイブリッドでも
、2021年の
95g/kmの基準を
こえることができ
ない

2021年平均基準値 95g/km
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PHEVのCO2規制の抜け道

PHEVは、CO2規制で優遇処置がされている

ECE R101 rev3

CO2軽減係数 = 
25km + 電動航続距離(km)

25km 

電動航続距離 25kmの場合

CO2削減係数 = (25 + 25) / 25 = 2.0

内燃機関エンジン部のCO2が190g/kmでも
95g/km規制をクリアできる (190 / 2 = 95)

Porche Panamera 4 E-Hybrid

462馬力、最高速度 280km
2.9L V6エンジン
電動部分航続距離 約58km
CO2排出量 49-49g/km

Mercedes Benz GLC SUV

320馬力、
電動部分航続距離 約50km
CO2排出量 58-50g/km

各種公開情報より、西村まとめ
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欧州の脱炭素化の動き 自動車産業関連 まとめ

各OEMは、政策、規制、方針により、BEV/PHEVへの急速なシフトを迫られている

OEM

製品ポートフォリオの組み換え
BEV/PHEVシフトを加速化

政策

• European Green Dealにより2050年の温室効果ガス
排出量をネットゼロを目指す

• ゼロエミッション車（BEV/FCV)の普及拡大を目指す

方針（EU、各国、各都市）規制

戦略

• 2035年以降、内燃機関エンジンの新車の発売
を禁止

• 各都市が化石燃料車の乗り入れが禁止

• EUのCO2排出規制は、2021年のターゲット
の95g/kmから、2025年、2030年と段階的
に厳しくなる予定（罰金付き）

• PHEV優遇のCO2軽減係数
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HEVを取り巻く環境（HEV包囲網）

政治、経済、社会、技術の観点でHEVを取り巻く環境は厳しさを増しているといえる

HEV技術 経済

政
治

• BEV向け充電スタンド拡充
• BEV/PHEVへの助成金

• カーボンニュートラルの世界的な動き
• さらなるCO2排出規制（欧州 2021→2025→2030年）
• ZEV規制（ゼロエミッション車普及）
• ガソリン車（HEV含む）の都市への乗り入れ禁止（欧州中心）

• BEV向けバッテリー低価
格化・軽量化・高効率化
・充電時間短縮

• HEV技術の高難易度によ
る普及の妨げ

社
会

文
化 • コロナ禍による移動変容

• 顧客の購買様式変容（シェアリングへの移行、他）
• BEV/PHEVのモデル数増加



2022© 50

まとめ
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まとめ EU自動車産業界 脱炭素化の取り組み

グリーンニューディールをビジョンとした政治、経済、社会、技術面での取り組み

ビジョン: The European Green New Deal
2050年にカーボンニュートラル達成
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（考察）グリーンニューディールに隠されたEUの真の思惑とは？（産業界全体）

背景にはEUの国際競争力向上に向けたしたたかな戦略が見え隠れする

ビジョン: The European Green New Deal
2050年にカーボンニュートラル達成

世界一厳しい環境規制を罰金付きで行う

世界一のEV大国
となる中国への
歩み寄り

EUの国際競争力の向上

市場拡大

助成金で先端技術開発を促進

域内、自動車産業界の技術力を高め、雇用を生み出す

アメ ムチ

表向きはグリーンニューディールにより
環境保護対策をおこなうことを大目標に
して、規制や助成をおこなっているが、
実際にはアメとムチを巧みに使い分けて
域内の産業界の競争力を高めるとともに
、市場となる中国への歩み寄りを進める
ことにより、EUの継続的な繁栄を目指
すしたたかな戦略がみえる。
（※西村 個人的意見）

EUの継続的な繁栄

インフラ投資

• 公共充電スタンド拡充
• 水素生成システム助成
• ギガファクトリー助成

各種情報より西村考察
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（考察）脱炭素により自動車産業の主導権を握るシナリオ（自動車産業）

• 国際協調・ルール形成力

• 再生エネルギーポテンシャル

• 国民の高い環境意識

自動車業界の主導権を握るためのゲームチェンジシナリオが着実に進んでいる

ビジョン欧州の強み

• ICE締め出し (2035年~)

• LCA/CFP(*)推進

• CO2排出権取引

規制・ルール

• 再生可能エネルギー

• GAXA-X/Catena-X

• インフラ整備（充電スタンド）

基盤

2050年

2021年

(*) LCA : Life Cycle Assessment, CFP : Carbon Foot Print

各種情報より西村考察
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本資料のお問合せ先：
Hagiwara Electric Europe GmbH

Shigeki Nishimura

E-mail : nishimura@hagiwara.de


